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１．本構想の目的と位置付け等

【中島公園駅周辺地区】
地下鉄中島公園駅を中心
に半径約400ｍ（徒歩5
分圏内）を構想の対象区
域とした
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第２次都心まちづくり計画

における札幌都心の定義

中島公園駅周辺地区（右図参照）には、中島公園や
鴨々川、人形劇場こぐま座など特徴的な地域資源が存在
し、札幌の歴史等に触れられる重要な地域となっていま
す。さらに、札幌都心の主要な都市骨格軸である「にぎ
わいの軸（札幌駅前通）」の南端に位置しており、第２
次都心まちづくり計画での位置付けを踏まえ、都市観
光・交流の場の強化による新たな拠点の形成を目指して
いきます。また、MICE※・ホテル施設の整備※に向けた
検討が進められており、今後、多くの市民・来街者が当
該地区を訪れ、交流し、憩い、回遊することが見込まれ
ます。
こうした背景を踏まえ、本構想は、新たな拠点形成に
向けたまちづくりの方向性を示し、市民をはじめ様々な
関係者と共有することを目的として策定します。
なお、本構想は第２次都心まちづくり計画等を上位計

画とし、今後のまちづくりの取組や個別の開発誘導を進
める際の指針として定めるものです。
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２．地区及び周辺の現況
中島公園は市街地の中で特に広大かつ密度あるみ

どりの環境を形成しており、さらに鴨々川、寺社を
中心に地区及び周辺にはまとまったみどりが存在し
ます。同時に、これらはオープンスペースとして空
間的なゆとりをもたらす地域資源ともなっています。
また、コンサートホールKitaraをはじめとした文

化施設や、将来的なMICEの開催を支える宿泊機能
の集積も見られ、その他に、 (仮称)札幌博物館につ
いても、中島公園を建設候補地として検討が進めら
れています。

【地区の特色】
豊かなみどり、中島公園の歴史、
文化施設・歴史資源の立地、

ゆとりある空間、宿泊機能の集積、
個性あるエリアの交わり

歴史資源

交流施設

公園・緑地・河川

文化施設

《凡例》

札幌コンサートホール

Kitara
北海道立文学館

中島体育センター

鴨々川

菖蒲池菖蒲池

イチョウ並木イチョウ並木

豊平館

人形劇場こぐま座八窓庵

地域資源の立地

宿泊施設

豊平川豊平川
中島公園

※ MICE 多くの集客が見込めるビジネスイベントなどの総称で、Meeting（企業内会議）、Incentive 
travel/tour（報奨旅行）、Convention（国際会議・学術会議）、Event/Exhibition（イベント/展示
会）の頭文字をとった造語

※ MICE・ホテル施設の整備 MICE・ホテル施設については、新型コロナウイルス感染症の全世界的な
流行により、施設計画等に再検討を要するため、令和５年３月まで再検討期間を設けて事業の実施を
延期することとなりました。新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた、本構想の変更点等につい
ては、本編「本構想の策定にあたって」及び「資料２（P66）」参照。

地下鉄中島公園駅
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【中島公園の変遷】
現在の中島公園が位置する土地は、豊平川の本流に接し、そこから分岐した鴨々川が流れ、藻

岩山への眺望に優れる土地であったことから、明治15(1882)年頃に地域から公園化の要望が
あったことに端を発し、明治20(1887)年に「中島遊園地」として整備されました。さらに、明
治43(1910)年に長岡安平の設計に基づく第１期工事が行われ、公園の主要な部分が整えられま
した。
その後、様々な博覧会会場として利用されるとともに、市民の行楽地として子どもたちに人気

の施設などの整備が進み、さらに平成の再整備においては、都心のみどりのオープンスペースと
して機能を純化させつつ、歴史・文化・芸術が水と緑に融合する公園とすることを目標に整備が
進められ、現在に至ります。

『こどもの遊び場の役割』
●人形劇場こぐま座(1976年築)・中島児童会館(1985年築)

●子供の国

子供の国

こぐま座

中島児童会館は、日本初の公設の屋内型児童厚生施設として、
また、こぐま座も日本初の公設の人形劇専門劇場として、札幌
の児童文化発祥の歴史を持ち、時代を越え多くの子ども達に親
しまれています。

北海道大博覧会の際に計画された子供の国は、多くの人々に親
しまれてきましたが、1995年に円山動物園へ移転しました。

『中島公園平成の再整備（1995～2000年度）』
「中島公園再整備基本計画（1994年)」に基づく再整備にお
いては、全体の目標だけでなく、エリア毎の方針も定め、整
備を実施しました。

公園北口付近を含むエリアの方針は以下の通りです。
・札幌駅前通の南北軸の通景を受ける構築的広場
・鴨鴨川の水面と緑を介して公園の南の庭へと移行

その他のエリアでは、「開放的な庭園空間」、「広がりを
持った芝生広場」といった方針で整備が進められました。

平成の再整備におけるエリア設定

南10西3地区（現在のパークホテル敷地）において、本市の新MICE施設とハイグレードホテル
（以下「MICE・ホテル施設」）の整備が計画されています。
当該施設は、札幌における大規模MICE開催の中核施設とハイグレードなホテルとなり、この施

設を拠点に当地区を訪れる来街者の増加と高い経済波及効果が期待されます。
さらに、地区全体のまちづくりの観点から、MICE参加者が楽しめる環境の充実や施設単体では
対応できない大規模なMICEの開催に必要な機能を地区全体で誘導していくことで、MICE・ホテ
ル施設の整備効果を一層高めることが求められます。

【南10西3地区（現札幌パークホテル敷地）におけるMICE・ホテル施設の整備】
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３．中島公園駅周辺地区のまちづくりの方針

【①札幌駅前通エリア】

【②鴨々川沿いエリア】

「通りへのにぎわいの表出による南北主動線の高質化」
(1) 沿道の建物低層部には通りに開かれた商業・交流機能などを誘導し、通りへのに
ぎわいの表出を図るとともに、目抜き通りとして、沿道の街並み景観に配慮した
象徴的な軸空間の形成を目指します。

(2) 鴨々川と駅前通の交差部については、滞留空間等の機能の充実により、水辺を感
じる憩いとにぎわいの交わる空間の形成を目指します。

(1) 既存の散策路の活用や川を意識した空地等の確保を通じて、川沿い空間の利活用
を図り、中島公園へつながるみどりのネットワークの強化や歩いて楽しめる空間
の形成を目指します。

(2) 鴨々川周辺に立地する寺社など、開拓の面影を残す個性的な歴史資源等を生かし、
札幌の歴史や文化に触れられる特徴的なまちづくりを目指します。

「鴨々川などの地域資源を生かし歩いて楽しめる空間の形成」

当該地区が有する中島公園や鴨々川といった特徴的な資源を生かしたまちづくりに取り組むと
ともに、地区全体でMICEの開催を支える機能の誘導にも取り組みます。MICEがもたらす経済的
な波及効果が魅力的な開発を誘発し、都市機能が更新されていく好循環を生み出し、市民や来街
者が憩い、まち歩きを楽しみ、にぎわうまちを目指します。

当該地区内の特徴的な地域資源の存在や大規模な土地利用転換の可能性などから、５つのエリア
を抽出し、より具体的な取組の方針を定めます。

■まちづくりのコンセプト
「地域に培われた歴史・文化」と「新たな集客・交流機能」

が調和した都心南端の拠点の形成

■取組方針（エリア別）

中島公園駅周辺地区 エリア図

中島公園駅
周辺地区
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地下鉄中島公園駅
③中島公園北口周辺エリア
【現況】
・札幌駅前通南端
・地下鉄出入口、中島公園出入口

④豊平川近接エリア
【現況】
・大規模な土地利用転換の可能性
・豊平川方向への眺望

②鴨々川沿いエリア
【現況】
・都心で貴重な水辺空間
・川沿いの散策路

①札幌駅前通エリア
【現況】
・通り沿いに店舗・宿泊施設、
駐車場など
・都心の目抜き通り

５

⑤重点再整備エリア
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平成30年９月の北海道胆振東部地震では、当地区においても、宿泊施設に滞在できなくなっ
た旅行客を中心に多くの帰宅困難者が発生しました。また、当地区周辺には、避難所となる小
中学校が少ないことに加え、集中豪雨による浸水被害のリスクについても考慮が必要です。こ
うした状況を踏まえ、各宿泊施設から帰宅困難者を発生させないための取組や、防災性・事業
継続性の高い施設の誘導など、強靭化に資する取組を進めます。
また、建替の際には分散電源の整備や省エネ化を図るなど、環境にやさしいまちを実現します。

・安全安心で環境にもやさしいまちの実現

・地区に点在する地域資源の活用と回遊性の向上
地区に点在する地域資源を活用するために、情報発信などを行うとともに、誰もが快適にま

ち歩きを楽しめる歩行空間を確保し、地区の回遊性向上を図ります。

■取組方針（地区全体）

・本構想を地域の関係者の方々と共有を図り、具体的なまちづくりの検討を進めます。
・民間開発の動向を的確にとらえ、官民連携によるまちづくりを進めます。

■地区全体のまちづくりの進め方

エリアを限定せず、地区全体で取り組むべき内容について、取組方針として定めます。

・地区全体でのMICEの開催を支える機能の充実
地区全体での大規模ＭＩＣＥ開催を支える機能の充実を図るため、民間開発の動向等を的確にとらえ、

ＭＩＣＥ開催に対応した諸室や質の高い宿泊機能を有した施設を誘導するとともに、アフターＭＩＣＥ
や夜間観光の魅力向上に資するコンテンツ等のＭＩＣＥ参加者が楽しめる環境の充実を図ります。

【⑤重点再整備エリア】

【④豊平川近接エリア】

【③中島公園北口周辺エリア】
「公園とにぎわい機能が融合する、地区の玄関口としての環境整備」
(1) 地下鉄出入口や中島公園の入口を含む地区の玄関口として、すすきの方向から続く
都市的なにぎわい、MICE・ホテル施設整備により強化される交流機能及び豊かなみ
どりによる憩いの空間が調和した良好な空間形成、機能の誘導を目指します。

(2) 地下鉄中島公園駅を中心に周辺への歩行者の回遊性の向上を目指します。

(1) 大規模な土地利用転換にあわせて、新MICE施設と連携・協調するにぎわい・交流
機能や質の高い宿泊機能など地区全体での大規模MICE開催を支える機能の誘導を
目指します。

(2) 中島公園北口周辺エリアと機能や空間、デザイン面でつながりを感じることのでき
る建物や、豊平川方向への眺望を楽しむことのできる建物の誘導を目指します。

「MICE・ホテル施設と連携・協調する都市機能や空間の誘導」

「MICE・ホテル施設と調和した魅力的な空間の創出」
MICE・ホテル施設の整備効果を高め、当地区全体の魅力向上につなげていくために

は、敷地内の施設整備だけではなく、隣接する中島公園北口と一体となった空間や機能
の整備を進めることが重要です。これにより、今後増加が見込まれる市民や来街者のた
めの交流機能が高まり、そのにぎわいや活力が周辺のエリアの活性化につながります。
また、MICE・ホテル施設敷地内外で、地下鉄駅へのアクセス性の向上や駐輪機能の

拡充、東側街区への歩行者動線の確保など、周辺への波及効果の大きい取組を進める
ことにより、当地区全体のまちづくりをけん引する役割が期待されます。
そのため、MICE・ホテル施設の整備と合わせて、再整備に向けた取組を進めていきます。
なお、MICE・ホテル施設については、新型コロナウイルス感染症の影響により、施

設計画等に再検討を要することとなったため、重点再整備エリアについては、今後、
MICE・ホテル施設の再検討の進捗に応じて、再整備の方向を具体化していきます。
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